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２０２４年度 第３四半期
決算概要
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１．２０２４年度 第３四半期累計業績

・連結の売上⾼、営業利益は、第２四半期に引き続き対前年⽐で増収・増益。
・年間業績⽬標の達成に向けて、全体として概ね順調に推移中。

２．２０２４年度 通期業績予想

・⾜元の事業環境と業績動向を踏まえて、セグメント毎の売上⾼、営業利益の⾒直しを実施。
・連結売上⾼は⾒直し、営業利益は期初予想を据え置き。

ポイント

 まず本⽇の説明内容のポイントです。

第３四半期累計の業績は、第２四半期に引き続き連結ベースで売上⾼、営業利益とも対前年⽐で
増収・増益となりました。年間業績⽬標の達成に向けて、全体として概ね順調に推移しています。

 通期の業績予想については、⾜元の事業環境と業績動向を踏まえて、セグメント毎の売上⾼、営業利益の⾒
直しを実施。連結売上⾼予想については修正を⾏いましたが、連結営業利益は期初予想からの変更はありま
せん。
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２０２４年度 第３四半期累計決算の概要

 第２四半期に引き続き対前年⽐増収・増益。
 年間業績達成に向けて全体として概ね順調に推移中。

２４年度 ２３年度
実績 実績

売 上 ⾼ 3,070 2,866 +204

営 業 利 益 76 58 +18

経 常 利 益 56 48 +8
（ 親 会 社 株 主 に 帰 属 す る ）
当 期 純 利 益
 

USD平均レート（円） 152.6 143.3 +9.3

EUR平均レート（円） 164.8 155.3 +9.5

（単位︓億円）
前年⽐

20 20 -

 ２０２４年度第３四半期累計は、売上⾼３，０７０億円、営業利益７６億円、経常利益５６億円と
なり、第２四半期に続いて対前年同期で増収増益となりました。

 前年度後半から継続してきた⼤型案件等を、上期を中⼼に着実に取り込んできたことを主因に、売上⾼は前
年同期対⽐で７％増加し、２０４億円の増収。

 営業利益は１８億円の増益で、全体として年間業績⽬標の達成に向けて概ね順調に推移しています。

 経常利益は、為替差損益の悪化などもありますが、対前年で８億円の増益。当期純利益は、ほぼ前年並み
で着地しました。
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（単位︓億円）

パブリック ＋31
エンタープライズ ＋98
コンポーネント ＋8
ＥＭＳ △19

⼈件費
成⻑投資(償却費・R＆D)
および海外リスタート等

２０２４年度 第３四半期累計 営業利益の変動要因

 前年度後半以降のエンタープライズソリューション事業の⼤型案件が引き続き堅調に推移したことに加え、今年
度注⼒のパブリックソリューション事業も第４四半期に向けて順調に⽴ち上がり、営業利益は⼤幅にプラス。

 中国ATM案件に係る売上債権の回収可能性の⾒直しを⾏い貸倒引当⾦を計上。

 続いて、第３四半期累計の営業利益の変動要因です。

 「物量変動および商品構成差」が、＋１１８億円。
 前年度後半以降の「エンタープライズソリューション事業」における「新紙幣対応案件」や「その他⼤型案件」等
を着実に取り込んだこと、前年同期における部材コスト増の影響が解消したことに加えて、今年度注⼒の「パブ
リックソリューション事業」の「消防・防災・道路・防衛案件」も第４四半期に向けて順調に⽴ち上がっており、
⼤幅な利益改善となりました。

 続いて、固定費等が２２億円の増加。主に成⻑投資や、海外事業のリスタート費⽤等で増加しました。

 「為替」は、全体として５億円の減益影響。主として、「パブリックソリューション事業」、「エンタープライズソリュー
ション事業」のドル建ての仕⼊れにおける影響です。

 「⼀過性の要因」はいずれも中国ATM案件における売上債権に係る貸倒引当⾦の変動です。それらの影響
額合計７３億円を除くと、営業利益は実質９１億円の増益となります。

 当社は当該売上債権の代⾦回収について２０１５年より訴訟を提起しており、２０２３年６⽉の最終判
決をもとに、保全不動産を押さえていること等を踏まえた回収可能性を検討し２０２３年度第１四半期決
算で貸倒引当⾦４１億円の戻⼊を⾏いました。

 この最終判決を受けて売上債権の回収に向けた⼿続きを進め、２０２４年１２⽉に保全不動産の初回競
売を実施しましたが、中国不動産市況の急激な悪化の影響を受け不調であったため、従前の回収シナリオの
⾒直しを⾏い、貸倒引当⾦３２億円の新規計上を⾏っています。

 以上が、営業利益の変動要因の説明です。
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２０２４年度 第３四半期累計 セグメント別売上⾼/営業利益

24年度 23年度

実績 実績

パ ブ リ ッ ク 売 上 ⾼ 703 638 +65
ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 27 6 +21
エ ン タ ー プ ラ イ ズ 売 上 ⾼ 1,324 1,155 +169
ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 118 105 +13
コ ン ポ ー ネ ン ト 売 上 ⾼ 558 534 +24
プ ロ ダ ク ツ 営 業 利 益 21 △3 +24

売 上 ⾼ 481 536 △55
営 業 利 益 △16 8 △24
売 上 ⾼ 3 3 0
営 業 利 益 △10 △7 △3

消 去 ・ 本 社 費 営 業 利 益 △63 △51 △12
売 上 ⾼ 3,070 2,866 +204
営 業 利 益 76 58 +18

連 結 合 計

（単位︓億円） 前年⽐

Ｅ Ｍ Ｓ

そ の 他

 次に、事業セグメント毎の売上⾼と営業利益です。

 表の上から順に、
「パブリックソリューション」は、今年度から注⼒している「消防・防災・道路・防衛」案件などにより前年対⽐で増
収増益、
「エンタープライズソリューション」は、前年度来の⼤型案件等を上期を中⼼に取り込み増収増益、
「コンポーネントプロダクツ」は、商品構成差および費⽤の削減効果等もあり増収増益、
「ＥＭＳ」は、従来から継続している市況の影響等により、減収。それに伴い営業利益も悪化しました。

 「その他」および「消去・本社費」では、海外R&D拠点の開設を含む将来事業の創出に向けた研究開発など、
成⻑に不可⽋な投資を継続して⾏っています。

 事業セグメント毎の詳細は、次ページ以降で説明します。
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6 
27 

23年度実績 24年度実績

638 703 

23年度実績 24年度実績
940 

1,320 

2023年度 2024年度

２０２４年度 第３四半期累計 セグメント別業績

 注⼒案件の消防・防災・道路・防衛などにより増収増益。
 受注については年度予想売上の約94%を確保済み。

パブリックソリューション

売上⾼ (億円)

営業利益 （億円） 確保⾼
約890

確保率
約95%

受注⾒込
約50／約5%

確保⾼
約1,240

確保率
約94%

受注⾒込
約80／約6%

(ご参考)３Q決算発表時点の年間売上⾼確保の状況 [億円]

2024年度確保⾼ 約1,240億円（対前年＋350億円）＋65

＋21

 まずは、「パブリックソリューション事業」です。

 売上⾼は、前年対⽐で６５億円増加して、７０３億円。営業利益も、前年対⽐２１億円増の２７億円
となり、年間⽬標達成にむけて順調に推移しています。

 今年度は「パブリックソリューション事業」を伸ばす年と位置づけており、年間では消防・防災・道路・防衛を中⼼
に前年対⽐で売上が⼤きく伸⻑する計画です。⾜元における年間売上⾼の確保の状況は、右側のグラフに⽰
しているとおりです。

 案件の進捗状況を踏まえた売上⾼⾒込は１，３２０億円。現時点でその約９４％にあたる約１，２４０
億円を確保しています。受注は第２四半期に引き続き堅調に推移しています。
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105 118 

23年度実績 24年度実績

２０２４年度 第３四半期累計 セグメント別業績

 前年度後半からの⼤型案件の継続および前年同期の部材コスト増の影響の解消などにより増収増益。

エンタープライズソリューション

営業利益 （億円）

(ご参考)売上⾼および営業利益の内訳 [億円]

1,155 
1,324 

23年度実績 24年度実績

売上⾼ （億円）   
(売上⾼) 23年度 24年度 前年⽐

ハード/ソフト 781 910 +129 
⼯事・保守 373 414 +41 

合計 1,155 1,324 +169 
  

  
(営業利益) 23年度 24年度 前年⽐

ハード/ソフト △6 83 +89 
⼯事・保守 70 68 △2 
⼀過性収益 41 △33 △74 

合計 105 118 +13 
  

＋169

＋13

 続いて、「エンタープライズソリューション事業」です。

 売上⾼は、前年対⽐で１６９億円増加して、１，３２４億円。営業利益も、前年対⽐１３億円増の１
１８億円です。

 前年度後半から注⼒してきた「新紙幣対応案件」や「その他⼤型案件」等を 上期を中⼼に取り込んでいます。
また、それに付随して、⼯事・保守事業も引き続き堅調に推移しています。

 なお、「新紙幣対応案件」は⼀巡しましたが、「その他⼤型案件」の⼀部は来年度も継続する⾒込みです。

 利益⾯でも、「⼤型案件」等の売上増加に加え、「前年同期における部材コスト増の影響の解消」もあって、⼀
過性損益の影響を跳ね返して増益となりました。
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8 

△16 

23年度実績 24年度実績

△3 

21 

23年度実績 24年度実績

534 558 

23年度実績 24年度実績

536 481 

23年度実績 24年度実績

２０２４年度 第３四半期累計 セグメント別業績

 OEM案件の増加および為替影響により増収。
営業利益は商品構成差および費⽤削減などにより改善。

コンポーネントプロダクツ EMS
 前年度後半以降の半導体市場やFA・ロボット市場の需

要減の継続により減収、営業利益も悪化。

売上⾼ （億円）

営業利益 （億円）

売上⾼ （億円）

営業利益 （億円）

＋24

＋24

△55

△24

 次に、「コンポーネントプロダクツ事業」です。

 売上⾼は、円安の影響やOEM案件の増加もあり、前年対⽐２４億円増の５５８億円。営業利益は、商
品構成差および費⽤削減などにより２４億円改善の２１億円です。

 最後に「ＥＭＳ事業」です。

 売上⾼は、前年対⽐５５億円減の４８１億円。営業利益は、２４億円悪化して△１６億円です。

 前年度後半以降の半導体市場と中国経済の低迷により、半導体製造装置⽤のプリント基板やＦＡ・ロボット
向けケーブルの需要の減少が続いており、また、⼀部の情報通信市場の取引先における在庫調整などもあって、
第２四半期同様に減収減益となりました。
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保有⽇数[⽇]

２０２４年度 第３四半期 Ｂ／Ｓの概要

 棚卸資産の前年度末の在庫は順調に減少。

棚卸資産・保有⽇数

24年度仕⼊
(25年度売上)

24年度仕⼊
(24年度売上)

24/3末
棚卸分

２4年 ２4年
12⽉ 3⽉

　流動資産 2,406 2,397 ＋9
　固定資産 1,822 1,837 △15
資産の部 4,228 4,234 △6
　流動負債 1,940 1,884 ＋56
　固定負債 903 937 △34
負債の部 2,843 2,821 ＋22
　⾃⼰資本 1,384 1,412 △28
　その他 1 1 -
純資産 1,385 1,413 △28
負債及び純資産合計 4,228 4,234 △6

⾃⼰資本⽐率(%) 32.7 33.3 △0.6
DEレシオ(倍) 0.9 0.8 ＋0.1

（単位︓億円） 前年度末⽐

 次にバランスシートの概要です。

 総資産は、前期末から６億円減少し、４,２２８億円。第２四半期同様に棚卸資産の推移を右側にグラフ
で⽰しています。

 棚卸資産は第４四半期の売上に向けて増加していますが、運転資本については、従来以上にマネジメントを
強化しています。

 ⾃⼰資本は１,３８４億円。⾃⼰資本⽐率は３２.７％、ＤＥレシオは０.９倍となりました。
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２０２４年度 第３四半期 キャッシュフローの概要

 営業キャッシュフローは利益改善により前年⽐プラス。
 投資キャッシュフローは投資有価証券の売却影響もあり前年⽐プラス。

２４年度 ２３年度
実績 実績

Ⅰ 営業キャッシュフロー 35 13 ＋22
Ⅱ 投資キャッシュフロー △102 △131 ＋29
フリー・キャッシュフロー(Ⅰ＋Ⅱ) △67 △118 ＋51
Ⅲ 財務キャッシュフロー 28 27 ＋1

固定資産取得額 114 132 △18
減価償却費 111 102 ＋9

24年12⽉末 24年3⽉末
実績 実績

現⾦および現⾦同等物の残⾼ 312 344 △32

（単位︓億円） 前年⽐

（単位︓億円） 期⾸⽐

 キャッシュフローです。

 営業キャッシュフローは、利益改善により、対前年⽐で２２億円増の３５億円。

 投資キャッシュフローは、中期計画の⽅針に沿って、成⻑に不可⽋な投資を優先して進めています。また、政策
保有株式の売却も中計⽬標である純資産⽐20%程度を⽬指し粛々と進めているところです。

 フリーキャッシュフローは、第４四半期以降の売上に対応する運転資本の増加などもあって６７億円の⽀出で
すが、対前年⽐では着実に改善しています。

 なお、現⾦同等物は３１２億円となり、必要な⼿元資⾦を確保しています。
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２０２４年度 通期業績予想
 ⾜元の事業環境と業績動向を踏まえ、セグメント毎の売上⾼、営業利益の⾒直しを実施。
 連結売上⾼は⾒直し、営業利益は期初予想を据え置き。

前提為替レート
USD︓152.9円
EUR︓163.9円

24年度 24年度 前回⽐ 24年度 23年度 前年⽐
今回予想 前回予想 期初予想 実績

パ ブ リ ッ ク 売 上 ⾼ 1,320 1,350 △30 1,350 940 +380
ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 110 105 +5 105 44 +66
エ ン タ ー プ ラ イ ズ 売 上 ⾼ 1,780 1,780 ±0 1,700 1,801 △21
ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 150 150 ±0 125 220 △70
コ ン ポ ー ネ ン ト 売 上 ⾼ 760 750 +10 750 734 +26
プ ロ ダ ク ツ 営 業 利 益 20 15 +5 15 6 +14

売 上 ⾼ 670 720 △50 800 739 △69
営 業 利 益 0 10 △10 25 11 △11
売 上 ⾼ 0 0 ±0 0 4 △4
営 業 利 益 △18 △18 ±0 △18 △11 △7

消 去 ・ 本 社 費 営 業 利 益 △102 △102 ±0 △92 △83 △19
売 上 ⾼ 4,530 4,600 △70 4,600 4,219 +311
営 業 利 益 160 160 ±0 160 187 △27
経 常 利 益 145 145 ±0 145 183 △38
当期純 利益 95 95 ±0 95 256 △161

１株当 た り 配当 ⾦( 円) 30 30 ±0 30 30 ±0

連 結 合 計

（単位︓億円）

Ｅ Ｍ Ｓ

そ の 他

 最後に、２０２４年度の通期業績予想です。

 ⾜元の事業環境と業績動向を踏まえて、連結売上⾼およびセグメント別の業績予想の⾒直しを⾏いました
が、連結営業利益については、期初予想からの変更はありません。

 「パブリックソリューション事業」は、案件の進捗状況を踏まえて、売上⾼を減収に、営業利益は原価改善など
から増益に修正しました。

 「コンポーネントプロダクツ事業」は、第３四半期までの状況を踏まえて、売上・営業利益ともに上⽅修正。

 市況の影響等により苦戦が継続している「ＥＭＳ事業」については、⼀部情報通信市場の取引先における在
庫調整の影響などもあって、第４四半期の⾒通しを反映して減収減益に修正しました。

 このEMS事業における下⽅修正を、消防・防災・道路・防衛等が順調に推移している「パブリックソリューション
事業」、および「コンポーネントプロダクツ事業」が補う形で、連結営業利益については期初予想を据え置いてい
ます。

 以上、第３四半期の決算説明とさせていただきます。
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（補⾜）セグメント別売上⾼/営業利益（四半期別推移）

1Q 2Q 3Q 4Q 年間 1Q 2Q 3Q 3Q累

パ ブ リ ッ ク 売 上 ⾼ 193 200 245 301 940 191 222 290 703

ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 △1 △7 14 39 44 △13 7 32 27

エ ン タ ー プ ラ イ ズ 売 上 ⾼ 274 365 515 647 1,801 452 419 454 1,324

ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 利 益 19 20 66 114 220 78 35 5 118

コ ン ポ ー ネ ン ト 売 上 ⾼ 170 179 185 200 734 179 187 192 558

プ ロ ダ ク ツ 営 業 利 益 △8 13 △8 9 6 △1 11 12 21

売 上 ⾼ 177 188 171 203 739 156 168 157 481

営 業 利 益 6 3 △1 3 11 △6 △4 △6 △16

売 上 ⾼ 1 1 1 1 4 1 1 1 3

営 業 利 益 △1 △3 △3 △4 △11 △4 △3 △2 △10

消 去 ・ 本 社 費 営 業 利 益 △14 △15 △22 △32 △83 △16 △22 △26 △63

売 上 ⾼ 815 933 1,118 1,353 4,219 979 997 1,093 3,070

営 業 利 益 0 10 48 129 187 39 23 15 76

24年度

連 結 合 計

23年度
（単位︓億円）

Ｅ Ｍ Ｓ

そ の 他
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（補⾜）各セグメントの主な製品およびサービス

パブリック
ソリューション

エンタープライズ
ソリューション

ＥＭＳ

コンポーネント
プロダクツ

• 道路（ETC／VICS）、航空管制、防災、消防
• 中央官庁業務システム、政府統計システム
• 防衛システム（⽔中⾳響／情報）
• 航空機器
• インフラモニタリング
• キャリアネットワーク、映像配信、5G・ローカル5G

• AIエッジコンピューター、センサー、IoT NW
• PBX、ビジネスホン、コンタクトセンター
• クラウドサービス
• LEDプリンター

• ATM、現⾦処理機
• 営業店端末、予約発券端末、チェックイン端末
• ATM監視・運⽤サービス
• ⾦融営業店システム、事務集中システム
• 鉄道発券システム、空港チェックインシステム
• 製造システム（ERP／IoT）
• ⼯事・保守サービス

• 設計・⽣産受託サービス
• プリント配線板
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（補⾜）主要運転資本︓保有⽇数の推移
単位：⽇

99 110 108 104 
82 96 102 105 

86 66 73 81 
93 66 64 73 

107 102 112 108 101 
82 81 

102 

78 73 69 77 74 
80 84 

76 

23/03末 23/06末 23/09末 23/12末 24/03末 24/06末 24/09末 24/12末
棚卸資産保有⽇数 売上債権保有⽇数
CCC: Cash Conversion Cycle 買⼊債務保有⽇数
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ご注意

※本資料における業績予想および事業計画等は、当社が現時点で⼊⼿可能な情報と、合理的
であると判断される⼀定の前提に基づいております。したがって、実際の業績は様々な要因により、
これらと異なる可能性があることをご承知おきください。

※億円単位の数値の表⽰⽅法について︓
各項⽬の数値は、それぞれの数値の億円未満を四捨五⼊して表⽰しています。
また増減については、億円単位の数値を元に計算しています。
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